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であi)今後も作成し検討していく必要があると考えられ

た.

4)新潟大学医学部附属病院精神科における児
童外来の硯状
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少子化が進み,子供の数が減少してきている一方で,

心を病む子供の数は年々増え続けている.また激変する

社会の中で子機たちの里する問題も多様化し,複雑化し

てきているように思う.そのような状況に我々精神科医

は対応しきれているのであろうか.

新潟大学医学部附属病院精神科児童外来は昭和48年に

開設された.現在,児童外来では週1回,15歳以下を対

象として診療を行っている.今回の調査対象は,1997年

1月から2000年8月までの3年8ケ月間に当院精神科

外来を初診した15歳以下の患者,計201名 (男性77名,

女性i銅名)で,男女比は1:I.6であった書初診時診

断を DSM-Ⅳ診断カテゴリー別に分類すると.幼児期,

小児期または青年期に初めて診断される障害20%,摂食

障害17%予適応障害15%,身体表現性障害13%となった.

昨年報告された当科の食外来初診患者の統計では気分障

害23.7%,分裂病13.8%であり,それと比較すると成

人と小児とではかなり疾患分布が異なることがわかった.

生を中心に85例みられた.そのうちの4割以上が身体的

愁訴を伴う ｢特定不能の適応障害｣,｢鑑別不能型身体表
現性障害｣と診断され,腹痛や頭痛などの身体的訴えを

理由に学校-行けず,外来を初診した子供たちであった.

学校や家庭でのストレスを言語化できずに,身体化する

ことで防衛している子供たちの様子が伺えた.また小児

科,内科など他科からの紹介が半数以上あり,身体症状

を里する症例や摂食障害が多いことも考え合わせると,

今後もこうした身体科との連携が重要になってくると思

われる.転帰別では,初診のみや短期間の治療で終結に

至る-群と長期にわたり治療継続を要する-群とに大き

く分かれた.当外来は診断確定あるいは助言や交通整理

的役割を期待される一方で,十分な時間や深い関わりを

要する専門的治療や養育的役割なども求められているこ
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とがわかった.

児亜 ･思春期はその年代そのものが変化に富み.その

時期に生じる精神障害も多種多様である.その幅広い疾

患を十分扱うには,医師.心理上,ケースワーカー等様々

な磯種間の連携が必要であり,家族や学校の協力あ不可

欠である.そのような治療体制を観むには,現在の当児

童外来は医師5人が･一人何役もこなしている状態で,

｢児童外来｣と看板を掛 でながらも十分機能しておらず,

ニーズに応えきれていないのが現状である.新潟県内で

は児童相談所やはまぐみ学問が中心となって就学前,小

学校低学年の精神障害,発達障害,虐待などに取 り組ん

でいる.また悠久荘では専門病棟や併設の教育機関をバッ

クに,医療,療育,教育といった多方面から幅広い疾患

についてアブロー+を試みている.それぞれ特色を生か

した治療を行っているが,大学病院内での児童精神科医

療の窓口として,当外来がどういう役割を担っていくの

か,独自性を見出していくことが今後の課題になるだろ

ラ.

5)璃略厚塗病院における精神科急性期治療病

棟の現状- 第2報
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平成11年2月1日より当院では精神科急性期治療病棟

26床をスタートし,1年8か月を経た.昨年その現状に

ついてこの会で発表したが,今回その後の.急性期治療

病棟の経過と現状を,昨年度とその後の1年間に分けて

比較をし.またその課題と問題点について検討した.

試行別間を含んだ平成10年10円から平成11年9F=]まで

と,平成11年10月から平成ま2年8月までに,当病棟に入

院された患者を対象とした.

1.入院患者の推移

望.入院形態 任意入院の増加,医療保護入院の減少
が認められた.

3.入院,転入患者の合計数 病床回転率 増加が認

められた.

4.入院,転入患者の疾患別人数 退院,転出患者の

疾患別人数 入院 退院の両方とも分裂病患者の

増加が認められた,


